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│
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六
世
紀
の
メ
ッ
カ
の
ウ
ラ
マ
ー

─
フ
ァ
フ
ド
家
の
事
例
か
ら

太
　
田
　
　
啓
　
子

一　

前
近
代
の
メ
ッ
カ
と
「
旅
」

　

リ
フ
ラriḥla

と
は
「
旅
」「
旅
程
」「
旅
行
記
」
な
ど
を
表
す
ア
ラ
ビ
ア
語
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
前
近
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
に
お
い

て
、
リ
フ
ラ
は
狭
義
に
は
メ
ッ
カ
、
メ
デ
ィ
ナ
と
い
っ
た
聖
地
へ
の
巡
礼
の
旅
、
ま
た
そ
の
巡
礼
の
様
子
を
記
し
た
巡
礼
記
を
指
し
て
き
た）

1
（

。

イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
聖
地
メ
ッ
カ
へ
の
巡
礼
を
信
徒
の
宗
教
的
義
務
の
ひ
と
つ
と
し
た
こ
と
か
ら
、
交
通
手
段
が
限
ら
れ
、
移
動
が
容
易
で
は
な

か
っ
た
前
近
代
に
お
い
て
も
、
西
は
ス
ペ
イ
ン
（
ア
ン
ダ
ル
ス
）、
北
ア
フ
リ
カ
（
マ
グ
リ
ブ
）、
南
は
サ
ハ
ラ
砂
漠
南
縁
部
、
そ
し
て
エ
ジ
プ

ト
、
シ
リ
ア
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
な
ど
メ
ッ
カ
周
辺
の
地
域
、
ひ
い
て
は
東
の
中
央
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
に
ま
で
ま
た
が
る
広
域

間
で
の
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
移
動
が
必
然
的
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
メ
ッ
カ
巡
礼
は
ウ
ラ
マ
ー
（
イ
ス
ラ
ー
ム
学
者
）
に
と
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
学
問
的
知
識
の
探
求
の
旅
で
あ
っ
た
。

メ
ッ
カ
巡
礼
へ
の
出
立
を
契
機
に
旅
を
始
め
た
ウ
ラ
マ
ー
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
の
知
識
を
求
め
て
都
市
を
移
動
し
、
見
聞
を
広
め
る
と
と
も

に
、
各
地
の
マ
ド
ラ
サ
（
学
院
）
に
お
い
て
師
に
つ
い
て
学
問
を
修
め
、
イ
ジ
ャ
ー
ザijāza

（
修
了
証
書
）
を
授
与
さ
れ
た
。
そ
し
て
故
郷
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に
戻
っ
た
の
ち
に
は
、
自
ら
が
知
己
を
得
た
学
者
、
修
得
し
た
学
問
的
知
識
の
内
容
、
修
得
過
程
、
師
の
伝
記
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
を
巡
礼

記
中
に
記
録
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
旅
の
目
的
地
で
あ
る
メ
ッ
カ
に
在
住
し
て
い
た
ウ
ラ
マ
ー
は
ど
う
い
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
ら
の
知
を
形

成
し
、
そ
れ
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
が
行
な
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

遠
方
か
ら
メ
ッ
カ
を
訪
れ
た
人
々
は
巡
礼
記
を
著
し
た
が
、
近
隣
の
地
域
か
ら
メ
ッ
カ
を
訪
れ
た
人
、
も
し
く
は
メ
ッ
カ
在
住
者
は
巡
礼
記
を

著
さ
な
か
っ
た
た
め
、
史
料
と
し
て
の
巡
礼
記
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、
メ
ッ
カ
を
巡
礼

の
目
的
地
と
し
て
捉
え
、
そ
の
宗
教
的
な
性
格
に
着
目
し
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
中
心
」
と
し
て
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
捉
え
る
見
方
が
主
流
で

あ
り
、
メ
ッ
カ
の
政
治
・
経
済
・
文
化
的
状
況
に
つ
い
て
の
研
究
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る）

2
（

。

　

こ
う
い
っ
た
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
に
お
い
て
は
一
四
│
一
六
世
紀
に
活
躍
し
た
メ
ッ
カ
の
ウ
ラ
マ
ー
の
家
系
で
あ
る
フ
ァ
フ
ド
家

B
anū  Fahd

に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
構
成
員
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
な
い
、
前
近
代
の
メ
ッ
カ
の
ウ
ラ
マ
ー

が
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
な
い
、
そ
の
存
在
と
活
動
に
は
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
史
料
と
し
て
は
フ
ァ
フ
ド

家
の
ウ
ラ
マ
ー
を
含
む
メ
ッ
カ
の
ウ
ラ
マ
ー
の
著
作
、
そ
し
て
彼
ら
と
交
流
の
あ
っ
た
メ
ッ
カ
外
部
の
ウ
ラ
マ
ー
の
著
作
な
ど
を
用
い
る
。

フ
ァ
フ
ド
家
の
ウ
ラ
マ
ー
の
著
作
と
し
て
はN

ajm
 al-D

īn ʻU
m

ar ibn Fahd （812/1409– 885/1480

）
に
よ
る
年
代
記Itḥāf al-w

arā bi-

akhbār U
m

m
 al-Q

urā

、ʻIzz al-D
īn ʻA

bd al-ʻA
zīz ibn Fahd （850/1447– 921/1515

）
に
よ
る
年
代
記Bulūgh al-qirāʼ fī dhayl Itḥāf al-

w
arā bi-akhbār U

m
m

 al-Q
urā

を
用
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
メ
ッ
カ
の
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
る
フ
ァ
ー
ス
ィ
ーTaqī al-D

īn M
uḥam

m
ad al-Fāsī 

（775/1373– 832/1429

）
に
よ
る
人
名
事
典al-ʻIqd al-tham

īn fī taʼrīkh al-Balad al-A
m

īn

も
用
い
る）

3
（

。
メ
ッ
カ
外
部
の
ウ
ラ
マ
ー
に
つ
い
て

は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
エ
ジ
プ
ト
の
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
る
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ーSham

s al-D
īn A

bū al-K
hayr M

uḥam
m

ad al-Sakhāw
ī （830/1427–

902/1497

）
に
よ
る
伝
記
集al-Ḍ

aw
ʼ al-lām

iʻ fī aʻyān al-qarn al-tāsiʻ

、
お
よ
び
イ
ブ
ン
・
ハ
ジ
ャ
ルShihāb al-D

īn A
bū al-Faḍl A

ḥm
ad 

Ibn Ḥ
ajar al-ʻA

sqalānī （773/1372– 852/144

）
4
（9

）
に
よ
る
伝
記
集al-D

urar al-kām
ina fī aʻyān al-m

iʼat al-thām
ina

を
用
い
る）

5
（

。
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二　

フ
ァ
フ
ド
家
の
ウ
ラ
マ
ー

　

フ
ァ
フ
ド
家
が
活
躍
し
た
一
四
│
一
六
世
紀
当
時
、
メ
ッ
カ
は
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
支
配
領
域
で
あ
っ
た
が
、
第
四
代
正
統
カ
リ
フ
＝
ア
リ
ー

の
子
ハ
サ
ン
の
家
系
の
シ
ャ
リ
ー
フsharīf

（
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
血
統
保
持
者
）
が
、
ア
ミ
ー
ル
・
マ
ッ
カam

īr M
akka

（
メ
ッ
カ
の
統

治
者
）
と
し
て
実
質
的
な
地
域
支
配
を
担
っ
て
い
た
。
立
地
条
件
、
気
象
条
件
的
に
農
業
収
入
に
依
拠
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
彼
ら
は
巡
礼
や
商
業
、
そ
し
て
外
部
か
ら
の
ワ
ク
フ
収
入
や
義
援
金
な
ど
を
主
要
な
財
源
と
し
て
い
た）

6
（

。
フ
ァ
フ
ド
家
は
メ
ッ
カ
の
ウ
ラ

マ
ー
の
家
系
で
あ
り
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ナ
フ
ィ
ー
ヤM

uḥam
m

ad b. al-Ḥ
anafīya

( 7

(

を
通
し
て
カ
リ
フ
＝
ア
リ
ー
の
血
統
を
引
い

て
い
る
と
主
張
し
て
き
た
。
一
族
は
い
ず
れ
も
イ
ス
ラ
ー
ム
の
伝
統
的
学
問
に
通
じ
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
お
よ
び
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
法
学
の
教

育
を
受
け
た
。
中
で
も
次
の
四
世
代
に
わ
た
る
ウ
ラ
マ
ー
は
活
発
な
学
問
的
活
動
を
行
い
、
い
ず
れ
も
メ
ッ
カ
史
お
よ
び
人
名
事
典
を
著
し

た）
8
（

。

（
一
） 

タ
キ
ー
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ドTaqī al-D

īn M
uḥam

m
ad ibn Fahd （787/1385– 871/146 （

９
）

6

）

　

フ
ァ
フ
ド
家
は
メ
ッ
カ
の
ウ
ラ
マ
ー
の
家
系
で
あ
っ
た
が
、
タ
キ
ー
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
は
上
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ス
フ
ー
ン

A
ṣfūn al-Jabalayn

で
一
三
八
五
年
に
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
彼
の
祖
父
で
あ
る
カ
ー
デ
ィ
ーM

uḥam
m

ad b. M
uḥam

m
ad b. ʻA

bd A
llāh （ca. 

735/1334 （5

） – 770/1369

）
の
妻K

had īj

）
10
（a

が
ア
ス
フ
ー
ン
出
身
の
家
系
の
一
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
背
景
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

彼
は
八
歳
の
時
に
父N

ajm
 al-D

īn M
uḥam

m
ad （ca. 760/1358 （9

） – 811/140
）
11
（8

）
と
と
も
に
紅
海
沿
岸
の
港
町
ク
セ
イ
ルal- Q

uṣayr

経
由

で
メ
ッ
カ
へ
帰
還
し
た
。
そ
の
後
メ
ッ
カ
に
て
、
メ
ッ
カ
の
ウ
ラ
マ
ー
お
よ
び
メ
ッ
カ
を
訪
れ
た
ウ
ラ
マ
ー
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
を
修
め
る

と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ナ
、
イ
エ
メ
ン
に
修
学
の
旅
に
出
た
。
特
に
イ
エ
メ
ン
は
二
回
訪
問
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
メ
ッ
カ
に
て
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同
地
を
訪
れ
て
い
た
イ
ブ
ン
・
ハ
ジ
ャ
ル
、
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ーTaqī al-D

īn A
bū al-ʻA

bbās A
ḥm

ad al-M
aqrīzī （766/1364– 845/144

）
12
（2

）
ら

と
出
会
い
、
彼
ら
か
ら
教
え
を
受
け
た
。
特
に
イ
ブ
ン
・
ハ
ジ
ャ
ル
か
ら
は
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
法
学
で
イ
ジ
ャ
ー
ザ
を
授
与
さ
れ
、
そ
の
後

も
書
簡
の
交
換
な
ど
を
通
じ
て
終
生
交
流
を
行
っ
た
。
イ
ブ
ン
・
ハ
ジ
ャ
ル
は
自
身
の
著
書
に
お
け
る
メ
ッ
カ
・
イ
エ
メ
ン
の
著
名
人
の
死
亡

録
執
筆
の
際
、
タ
キ
ー
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
か
ら
多
く
の
情
報
を
得
た
と
言
わ
れ
て
い
る）

13
（

。
そ
の
後
、
外
部
か
ら
メ
ッ
カ
を
訪
れ

て
彼
の
下
で
学
問
を
修
め
る
ウ
ラ
マ
ー
も
現
れ
、
そ
の
中
に
は
前
述
の
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
も
い
た
。

　

彼
は
そ
の
生
涯
に
お
い
て
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
伝
記
・
逸
話
集
、
ク
ラ
イ
シ
ュ
族
に
関
す
る
著
作
、
そ
し
て
メ
ッ
カ
内
外
の
歴
史
、
メ
ッ

カ
の
ウ
ラ
マ
ー
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
三
〇
点
以
上
の
著
作
を
著
し
た
。
そ
の
中
で
も
ザ
ハ
ビ
ーSham

s al-D
īn M

uḥam
m

ad al-D
hahabī 

（673/1274–748/1348

）
の
伝
記
集Tadhkirat al-ḥuffāẓ

の
続
編
で
あ
るLaḥẓ al-alḥāẓ bi-dhayl ṭabaqāt al-ḥuffāẓ

は
資
料
的
価
値
が
高

い）
14
（

。
彼
は
写
本
の
収
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
蔵
書
を
ワ
ク
フ
と
し
て
設
定
し
、
他
の
ウ
ラ
マ
ー
が
自
由
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
死
後
、
こ
の
蔵
書
の
管
理
は
彼
の
子
孫
へ
と
委
ね
ら
れ
た
。

（
二
） 

ナ
ジ
ュ
ム
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ウ
マ
ルN

ajm
 al-D

īn ʻU
m

ar ibn Fahd （812/1409– 885/148

）
15
（0

）

　

父
が
メ
ッ
カ
生
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
ナ
ジ
ュ
ム
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ウ
マ
ル
は
メ
ッ
カ
で
生
ま
れ
、
メ
ッ
カ
で
育
っ
た
。
父
や

そ
の
他
の
ウ
ラ
マ
ー
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
を
修
め
た
の
ち
に
ダ
マ
ス
ク
ス
、
バ
ア
ル
ベ
ク
、
ア
レ
ッ
ポ
な
ど
の
シ
リ
ア
諸
都
市
、
そ
し
て
カ

イ
ロ
に
留
学
、
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ジ
ャ
ル
ら
か
ら
教
え
を
受
け
た
。
そ
の
後
エ
ル
サ
レ
ム
、
ヘ
ブ
ロ
ン
に
も
留
学
し
た
。
彼
の

ウ
ラ
マ
ー
と
し
て
の
知
名
度
が
上
が
る
に
つ
れ
、
今
度
は
学
問
を
修
め
る
た
め
に
彼
の
門
戸
を
叩
く
ウ
ラ
マ
ー
が
現
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
サ

ハ
ー
ウ
ィ
ー
と
知
己
が
あ
っ
た
サ
ム
フ
ー
デ
ィ
ーN

ūr al-D
īn A

bū al-Ḥ
asan ʻA

lī b. ʻA
fīf al-D

īn ʻA
bd A

llāh al-Sam
hūdī （844/1440–

891/150

）
16
（6

）
が
い
た
。

　

彼
は
歴
史
書
、
伝
記
集
な
ど
多
く
の
著
作
を
著
し
た
が
、
そ
の
代
表
作
と
し
て
メ
ッ
カ
年
代
記
で
あ
るItḥāf al-w

arā bi-akhbār U
m

m
 al-
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Q
urā

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
元
年
か
ら
ナ
ジ
ュ
ム
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ウ
マ
ル
の
死
去
ま
で
の
期
間
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
り
、

メ
ッ
カ
の
み
な
ら
ず
、
メ
ッ
カ
周
辺
の
地
域
に
つ
い
て
の
詳
細
な
情
報
も
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
フ
ァ
ー
ス
ィ
ー
の
人
名
辞
典al-ʻIqd al-

tham
īn fī taʼrīkh al-Balad al-A

m
īn

の
続
編
で
あ
るal-D

urr al-kam
īn bi-dhayl al-ʻIqd al-tham

īn fī taʼrīkh al-Balad al-A
m

īn

は
一
七
〇
〇

人
以
上
の
人
物
の
伝
記
を
収
録
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
三
〇
〇
人
近
く
が
女
性
で
あ
る
。
彼
の
著
作
は
、
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
の
著
書
か
ら
の
引

用
、
フ
ァ
ー
ス
ィ
ー
の
著
書
か
ら
の
引
用
が
多
く
見
ら
れ
、
彼
が
広
く
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
情
報
源
か
ら
情
報
を
得
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。

（
三
） 

イ
ッ
ズ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ア
ズ
ィ
ー
ズʻIzz al-D

īn ʻA
bd al-ʻA

zīz ibn Fahd （850/1447– 921/151

）
17
（5

） 

　

彼
も
ま
た
メ
ッ
カ
で
生
ま
れ
、
メ
ッ
カ
で
育
っ
た
。
彼
が
生
ま
れ
た
時
、
父
ナ
ジ
ュ
ム
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ウ
マ
ル
は
カ
イ
ロ
に
行
っ
て
い

て
不
在
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
彼
も
祖
父
、
父
と
同
じ
く
メ
ッ
カ
内
外
で
学
問
を
修
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
は
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
法
学

を
修
め
た
の
ち
メ
デ
ィ
ナ
に
留
学
、
そ
の
後
、
カ
イ
ロ
、
シ
リ
ア
、
エ
ル
サ
レ
ム
、
ガ
ザ
、
ナ
ー
ブ
ル
ス
、
ダ
マ
ス
ク
ス
、
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
、

バ
ア
ル
ベ
ク
、
ハ
マ
ー
、
ア
レ
ッ
ポ
な
ど
に
留
学
し
、
そ
の
後
メ
ッ
カ
に
帰
還
し
た
。
四
年
後
に
は
エ
ジ
プ
ト
に
赴
き
、
帰
国
後
再
び
ダ
マ
ス

ク
ス
、
カ
イ
ロ
を
訪
れ
帰
国
、
そ
の
後
ま
た
カ
イ
ロ
に
赴
き
、
今
度
は
メ
ッ
カ
巡
礼
隊
と
共
に
帰
還
し
た
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
精
力
的
に
メ
ッ

カ
の
外
で
学
問
を
修
め
た
が
、
そ
の
後
は
メ
ッ
カ
で
学
問
を
教
授
す
る
日
々
を
送
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
業
績
は
父
の
著
し
た
メ
ッ
カ
史
の
続
編
で
あ
るBulūgh
で
あ
り
、
彼
が
死
去
す
る
年
ま
で
の
メ
ッ
カ
の
社
会
・
経
済
状
況
に

つ
い
て
の
詳
細
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
一
四
六
七
年
に
当
時
メ
ッ
カ
の
ア
ミ
ー
ル
で
あ
っ
た
シ
ャ
リ
ー
フ
＝
バ
ラ
カ
ー
トB

arakāt 

b. M
uḥam

m
ad （d. 931/1525

）
の
求
め
に
応
じ
て
執
筆
を
開
始
し
た
年
代
記G

hāyat al-m
arām

 bi-akhbār salṭanat al-balad al-ḥarām

は
、

シ
ャ
リ
ー
フ
の
血
統
と
彼
ら
の
統
治
を
扱
っ
た
内
容
で
あ
る
。
彼
も
ま
た
そ
の
父
祖
と
同
じ
く
数
々
の
ウ
ラ
マ
ー
と
知
的
交
流
を
行
い
、
サ

ハ
ー
ウ
ィ
ー
、
サ
ム
フ
ー
デ
ィ
ー
と
も
知
己
を
得
て
い
た
。
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（
四
）  

ム
ヒ
ッ
ブ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ジ
ャ
ー
ル
・
ア
ッ
ラ
ー
フ
・
ム
ハ
ン
マ
ドM

uḥibb al-D
īn Jār A

llāh M
uḥam

m
ad ibn 

Fahd （891/1486– 954/154

）
18
（7

）

　

彼
も
ま
た
メ
ッ
カ
生
ま
れ
、
メ
ッ
カ
育
ち
の
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
っ
た
。
四
歳
の
時
に
は
メ
デ
ィ
ナ
の
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
の
元
に
赴
き
、
一
五
〇

三
・
四
年
に
は
父
と
と
も
に
再
び
メ
デ
ィ
ナ
を
訪
問
、
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ルm

ujāw
ir

（
聖
地
寄
留
者
）
と
し
て
滞
在
し
、
勉
学
に
励
ん
だ
。
そ

の
後
メ
ッ
カ
へ
帰
還
す
る
も
、
の
ち
に
シ
リ
ア
の
ダ
マ
ス
ク
ス
、
ア
レ
ッ
ポ
に
留
学
し
た
。
ダ
マ
ス
ク
ス
に
お
い
て
は
歴
史
家
イ
ブ
ン
・

ト
ゥ
ー
ル
ー
ンIbn Ṭūlūn （d. 953/1546

）
の
知
己
を
得
、
書
簡
の
交
換
を
通
じ
て
終
生
交
流
を
行
な
っ
た
。
ま
た
一
五
一
六
・
七
年
に
マ
ム

ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ン
＝
カ
ー
ン
ス
ー
フ
・
ア
ル
ガ
ウ
リ
ーQ

ānṣaw
h al-G

haw
rī （r. 906/1501– 922/1516

）
が
オ
ス
マ
ン
朝
軍
と
の
和
平
交
渉

の
た
め
に
ア
レ
ッ
ポ
を
訪
れ
た
際
に
同
地
に
居
合
わ
せ
、
そ
の
後
カ
ー
ン
ス
ー
フ
・
ア
ル
ガ
ウ
リ
ー
に
つ
い
て
の
著
作
を
著
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
後
エ
ル
サ
レ
ム
、
イ
エ
メ
ン
な
ど
に
も
留
学
し
た
。

　

彼
自
身
の
著
作
は
多
く
は
な
い
が
、
父
イ
ッ
ズ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ア
ズ
ィ
ー
ズ
の
メ
ッ
カ
史
の
続
編
で
あ
るK

itāb nayl 

al-m
unā bi-dhayl Bulūgh al-qirā

は
一
五
一
七
│
三
九
年
の
期
間
を
扱
う）

19
（

。

三　

フ
ァ
フ
ド
家
の
活
動

　

フ
ァ
フ
ド
家
の
構
成
員
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
四
人
以
外
も
活
発
な
学
問
的
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
彼
ら
は
、

メ
ッ
カ
内
外
の
家
系
と
婚
姻
関
係
を
通
じ
て
結
び
つ
い
た
り
、
国
際
商
業
に
も
積
極
的
に
参
与
す
る
な
ど
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
渡
っ
た
。
以

下
、
婚
姻
関
係
、
学
問
的
活
動
、
商
業
活
動
の
三
点
か
ら
彼
ら
の
活
動
の
広
が
り
を
分
析
す
る
。
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（
一
） 

婚
姻
関
係

　

フ
ァ
フ
ド
家
の
構
成
員
は
、
メ
ッ
カ
外
部
の
地
域
か
ら
メ
ッ
カ
に
移
住
し
て
き
た
ウ
ラ
マ
ー
や
商
人
の
家
系
と
婚
姻
を
通
じ
て
密
接
な
関
係

を
結
ん
で
い
た
。
こ
れ
は
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
結
節
点
で
あ
る
メ
ッ
カ
な
ら
で
は
の
特
徴
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
メ
ッ
カ
に
は
ム
ジ
ャ
ー
ウ
ィ

ル
が
多
く
滞
在
し
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の
傾
向
に
一
層
拍
車
を
か
け
た
。

　

前
述
の
タ
キ
ー
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
祖
父
は
、ʻA

bd al-R
aḥm

ān b. Y
ūsuf

）
20
（

の
娘
で
あ
るK

had īja

と
結
婚
し
た
が
、ʻA

bd 

al-R
aḥm

ān b. Y
ūsuf

は
元
々
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ス
フ
ー
ン
か
ら
メ
ッ
カ
に
移
住
し
て
き
た
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
の
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
っ
た
。

K
had īja

は
父
か
ら
ア
ス
フ
ー
ン
に
あ
る
ワ
ク
フ
（
寄
進
財
）
を
相
続
し
て
お
り
、
タ
キ
ー
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
が
ア
ス
フ
ー
ン

で
生
ま
れ
た
の
に
は
、
当
時
、
彼
の
父
が
、
母
か
ら
相
続
し
た
そ
の
ワ
ク
フ
か
ら
の
収
入
を
受
け
取
る
た
め
に
ア
ス
フ
ー
ン
を
訪
れ
て
い
た
と

い
う
背
景
が
あ
っ
た
。
彼
の
父
は
そ
の
後
、
母
方
の
親
戚
で
あ
る
ア
ス
フ
ー
ン
の
女
性Fāṭim

a bt. A
ḥm

a

）
21
（d

と
結
婚
し
、
タ
キ
ー
・
ア
ッ

デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
を
含
む
何
人
か
の
子
供
に
恵
ま
れ
た
た
め
、
フ
ァ
フ
ド
家
と
上
エ
ジ
プ
ト
と
の
結
び
つ
き
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
婚
姻
関
係
は
地
域
を
超
え
た
財
産
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
形
成
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
タ
キ
ー
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
従
兄
弟
で
あ
るYaḥyā

は
、
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
る
と
共
に
イ
ン
ド
洋
貿
易
に
従
事
し
て
い

た
商
人
で
も
あ
り
、
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、
イ
エ
メ
ン
の
み
な
ら
ず
、
ア
ナ
ト
リ
ア
、
イ
ン
ド
に
も
赴
い
た
。
彼
は
メ
ッ
カ
の
商
人
で
あ
る

al-D
uqūq

）
22
（ī

の
娘
と
結
婚
し
た）

23
（

。

　

ま
た
、
タ
キ
ー
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
弟
で
あ
るʻA

ṭīya （804/1402– 874/146

）
24
（9

）
はFāṭim

a

と
い
う
女
性
と
結
婚
し
た
が
、

彼
女
の
父
は
イ
ン
ド
系
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る）

25
（

。
他
に
も
、
前
述
の
ナ
ジ
ュ
ム
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ウ
マ
ル
はʻĀ

isha

と
い
う
女
性

と
結
婚
し
た
が
、
彼
女
は
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
出
身
の
商
人
で
あ
るal-ʻA

fīf ʻA
bd A

llah b. M
uḥam

m
ad b. ʻA

lī al-ʻA
jam

ī 

の
娘
で
あ
っ
た）

26
（

。

ま
た
、
ナ
ジ
ュ
ム
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ウ
マ
ル
の
兄
で
あ
るA

b ū B
akr A

ḥm
ad

は
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
っ
た
が）

27
（

、
彼
は
タ
ブ
リ
ー
ズ
に
出
自
を
持

つ
メ
ッ
カ
の
富
裕
な
商
人
で
あ
るA

b ū B
akr al-Tabr īz

）
28
（ī

の
娘
と
結
婚
し
た
。



　　お茶の水史学　62号　　180

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
ァ
フ
ド
家
の
構
成
員
は
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
な
ど
、
メ
ッ
カ
周
辺
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
い
地
域
の
商
人
や
ウ
ラ

マ
ー
の
家
系
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
た
。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
は
、
彼
ら
が
メ
ッ

カ
の
外
で
学
問
的
活
動
お
よ
び
商
業
活
動
を
行
う
際
、
彼
ら
に
有
形
無
形
の
足
が
か
り
を
与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
） 
学
問
的
活
動

　

前
述
の
四
人
の
フ
ァ
フ
ド
家
の
ウ
ラ
マ
ー
が
、
メ
ッ
カ
を
訪
問
す
る
ウ
ラ
マ
ー
と
積
極
的
な
交
流
を
行
な
い
、
師
弟
関
係
を
築
い
て
い
た
こ

と
、
ま
た
、
進
ん
で
学
問
的
知
識
探
求
の
旅
を
行
い
、
学
問
を
通
じ
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
た
こ
と
は
二
章
で
言
及
し
た
が
、
彼

ら
以
外
の
多
く
の
フ
ァ
フ
ド
家
の
構
成
員
も
ま
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
伝
統
的
諸
学
問
を
修
め
、
ウ
ラ
マ
ー
と
し
て
活
動
を
行
な
い
、
カ
ー

デ
ィ
ー
な
ど
の
職
を
得
て
い
た
。
タ
キ
ー
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
曽
祖
父
で
あ
るJam

āl al-D
īn M

uḥam
m

ad b. ʻA
bd A

llāh

は

メ
ッ
カ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
職
に
あ
っ
た）

29
（

。
ま
た
、
祖
父M

uḥam
m

ad b. M
uḥam

m
ad b. ʻA

bd A
llāh

も
メ
ッ
カ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
妻K

hadīja
の
父
親ʻA

bd al-R
aḥm

ān b. Y
ūsuf

も
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
の
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
前
述
のA

bū B
akr A

ḥm
ad

は
写
本
の
書
写
で
活
躍
し
た
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
っ
た
が
、
広
く
旅
を
行
い
、
イ
ン
ド
を
二
回
訪
問
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る）

30
（

。
彼
は
タ
ブ
リ
ー
ズ
出
身
の
商
人
の
娘
と
結
婚
し
、
そ
の
子
息ʻA

bd al-R
aḥm

ān （841/1437– 873/1469

）
は
イ
ン
ド
の
カ

リ
カ
ッ
ト
で
生
ま
れ
た）

31
（

。

　

ま
た
、
ナ
ジ
ュ
ム
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ウ
マ
ル
の
息
子Yaḥyā （848/1444– 885/1481

）
も
著
名
な
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ナ
、
タ
ー

イ
フ
、
カ
イ
ロ
、
イ
エ
メ
ン
に
留
学
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
初
期
の
出
来
事
を
ま
と
め
たal-D

alāʼil ilā m
aʻrifat al-aw

āʼil

を
著
し
た
。
彼
は
祖
父

の
蔵
書
の
補
修
・
修
復
な
ど
も
行
な
っ
て
い
た）

32
（

。

（
三
） 

商
業
活
動
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フ
ァ
フ
ド
家
の
構
成
員
は
、
そ
の
多
く
が
国
際
商
業
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
商
用
で
イ
エ
メ
ン
な
ど
ア
ラ
ビ
ア
半
島
各
地
、
エ
ジ

プ
ト
、
シ
リ
ア
な
ど
メ
ッ
カ
周
辺
の
地
域
を
訪
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
、
東
ア
フ
リ
カ
な
ど
メ
ッ
カ
遠
方
の
地
域
を
も
し
ば
し
ば
訪
れ

た
。

　

タ
キ
ー
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
曽
祖
父
で
あ
るJam

āl al-D
īn M

uḥam
m

ad b. ʻA
bd A

llāh

は
メ
ッ
カ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
っ

た
が
、
兄
弟
のḤ

asan （d. 740/1339

（40

）
以
降）

33
（

）
と
と
も
に
商
業
活
動
も
行
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
タ
キ
ー
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
従
兄
弟
のYaḥyā

は
、
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
イ
ン
ド
洋
貿
易
に
従
事
し
て
い
た

商
人
で
あ
り
、
そ
の
子
息
で
あ
るʻA

bd al-Q
ādir

も
ま
た
、
イ
エ
メ
ン
、
東
ア
フ
リ
カ
な
ど
を
し
ば
し
ば
訪
問
す
る
、
イ
ン
ド
洋
交
易
に
従

事
す
る
商
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
ア
フ
リ
カ
東
海
岸
の
サ
ワ
ー
キ
ンSaw

ākin

で
死
去
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る）

34
（

。

　

ま
た
、
ナ
ジ
ュ
ム
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ウ
マ
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
の
兄
弟A

bū B
akr A

ḥm
ad

は
タ
ブ
リ
ー
ズ
出
身
の
商
人
と
婚
姻
関
係
を

持
ち
、
妻
の
父
親
は
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
出
身
の
商
人al-ʻA

fīf ʻA
bd A

llah b. M
uḥam

m
ad b. ʻA

lī al-ʻA
jam

ī

で
あ
っ
た）

35
（

。

　

彼
ら
は
自
ら
積
極
的
に
商
業
に
携
わ
る
の
み
な
ら
ず
、
商
人
の
名
家
と
進
ん
で
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
の
商
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
て
強
化
さ
れ
た
彼
ら
の
経
済
的
基
盤
は
彼
ら
が
学
問
的
活
動
を
行
う
上
で
も
役
に
立
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

以
上
、
フ
ァ
フ
ド
家
の
構
成
員
は
、
メ
ッ
カ
を
訪
れ
た
ウ
ラ
マ
ー
や
商
人
ら
と
婚
姻
関
係
、
学
問
的
活
動
、
商
業
活
動
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
お
い
て
密
接
な
交
流
を
行
な
う
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
も
修
学
、
商
業
な
ど
の
目
的
で
メ
ッ
カ
の
外
部
へ
と
活
動
範
囲
を
拡
げ
、
メ
ッ
カ
の
外

の
世
界
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
メ
ッ
カ
の
求
心
性
に
依
拠
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
み
ず
か
ら
も
移
動
し
つ
つ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
て
い
っ
た
。
フ
ァ
フ
ド
家
の
ウ
ラ
マ
ー
の
著
作
物
は
、
メ
ッ
カ
で
起
き
た
歴
史
的
事
件
、
メ
ッ
カ
の
地
方
有
力
者
・
名
家
の
動
向
、

メ
ッ
カ
で
起
き
た
自
然
災
害
な
ど
の
土
着
の
情
報
を
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
一
方
で
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
、
ラ
ス
ー
ル
朝
、
イ
ル
・
ハ
ー
ン
国
な

ど
の
周
辺
王
朝
の
動
向
に
つ
い
て
も
詳
し
く
言
及
し
て
い
る
。
彼
ら
の
著
作
物
に
現
れ
る
土
着
性locality

と
国
際
性internationality

と
い
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う
二
面
的
な
性
格
の
背
景
に
は
、
フ
ァ
フ
ド
家
の
多
岐
に
わ
た
る
国
際
的
な
活
動
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

ま
と
め
と
課
題

　
一
四
│
一
六
世
紀
の
メ
ッ
カ
の
ウ
ラ
マ
ー
に
つ
い
て
、
フ
ァ
フ
ド
家
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
存
在
と
活
動
の
意
義
を
考
察
し
た
。

メ
ッ
カ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
地
と
し
て
の
求
心
性
を
持
つ
一
方
で
、
都
市
と
し
て
は
そ
の
経
済
を
外
部
か
ら
の
食
料
・
資
金
の
供
給
や
来
訪
者

（
巡
礼
者
、
商
人
）
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
必
然
的
に
外
部
と
の
結
び
つ
き
が
強
化
さ
れ
た
。
メ
ッ
カ
の
ウ
ラ
マ
ー
に
つ
い
て
も
、
彼

ら
は
メ
ッ
カ
外
部
の
情
報
を
得
る
た
め
、
進
ん
で
そ
の
活
動
範
囲
を
広
げ
て
い
っ
た
。
他
方
、
メ
ッ
カ
外
部
の
ウ
ラ
マ
ー
は
メ
ッ
カ
の
シ
ャ

リ
ー
フ
の
情
報
や
メ
ッ
カ
の
地
誌
な
ど
、
メ
ッ
カ
土
着
の
情
報
を
求
め
て
メ
ッ
カ
の
ウ
ラ
マ
ー
と
進
ん
で
学
問
的
交
流
を
持
っ
た
。
両
者
の
相

互
交
流
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ
た
学
識
や
情
報
は
、
双
方
の
ウ
ラ
マ
ー
の
著
作
物
の
内
容
に
反
映
さ
れ
、
そ
れ
が
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
共
有
の
知
的

財
産
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
く
と
い
う
現
象
が
起
き
た
。
ま
た
、
学
問
に
お
い
て
は
メ
ッ
カ
の
ウ
ラ
マ
ー
の
関
心
は
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、
イ

エ
メ
ン
な
ど
の
マ
シ
ュ
リ
ク
に
あ
っ
た
一
方
で
、
商
業
に
お
い
て
は
東
ア
フ
リ
カ
、
イ
ラ
ン
、
イ
ン
ド
な
ど
、
イ
ン
ド
洋
世
界
に
ま
で
展
開
し

て
い
た
。
フ
ァ
フ
ド
家
は
い
わ
ば
、
メ
ッ
カ
の
持
つ
求
心
性
と
拡
散
性
を
、「
婚
姻
」「
学
問
」「
商
業
」
と
い
う
分
野
に
お
い
て
体
現
す
る
存

在
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
彼
ら
の
活
動
の
特
徴
が
、
フ
ァ
フ
ド
家
以
外
の
メ
ッ
カ
の
ウ
ラ
マ
ー
に
も
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
を
検

証
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
メ
ッ
カ
に
は
フ
ァ
フ
ド
家
以
外
に
も
タ
バ
リ
ー
家
、
ヌ
ワ
イ
リ
ー
家
な
ど
の
ウ
ラ
マ
ー
の
名
家
が
存
在
し
た
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
聖
地
メ
デ
ィ
ナ
に
お
け
る
事
例
と
の
比
較
も
重
要
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ナ
は
第
三
代
カ
リ
フ
＝
ウ
ス
マ
ー
ン
ま
で
は
政
治
的

中
心
と
し
て
機
能
し
て
い
た
が
、
第
四
代
カ
リ
フ
＝
ア
リ
ー
が
ク
ー
フ
ァ
に
遷
都
し
た
後
は
メ
ッ
カ
巡
礼
の
途
上
に
巡
礼
者
が
立
ち
寄
る
聖

都
、
そ
し
て
学
問
の
場
と
し
て
の
性
格
を
深
め
た
。
預
言
者
の
モ
ス
ク
は
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
の
研
究
・
教
育
の
場
と
な
り
、
ワ
ク
フ
を
運
営
資
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金
と
す
る
講
義
が
設
置
さ
れ
た）

36
（

。

　

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
メ
ッ
カ
の
ウ
ラ
マ
ー
が
メ
ッ
カ
外
部
の
ウ
ラ
マ
ー
に
求
め
た
「
知
」
の
内
容
、
そ
し
て
メ
ッ
カ
外
部
の
ウ
ラ
マ
ー
が

メ
ッ
カ
の
ウ
ラ
マ
ー
に
求
め
た
「
知
」
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
。
彼
ら
は
師
に
つ
い
て
学
び
、
イ
ジ
ャ
ー
ザ
を
取
得
す
る
と
い
う
、
当
時
の

イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人
の
伝
統
的
な
手
法
に
則
っ
て
、
主
に
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
、
法
学
、
歴
史
学
を
相
互
に
修
得
し
た
。
こ
う
し
て
彼
ら
の
間
で
伝

達
、
継
承
さ
れ
た
「
知
」
に
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
東
ア
フ
リ
カ
、
イ
ラ
ン
、
イ
ン
ド
な
ど
、
マ
シ
ュ
リ
ク
以
外
の
ウ

ラ
マ
ー
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
彼
ら
に
及
ぼ
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
今
後
、
社
会
的
・
経
済
的
文
脈
の
中
で
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

主
要
史
料

al-Fāsī, Taqī al-D
īn M

uḥam
m

ad. al-ʻIqd al-tham
īn fī taʼrīkh al-Balad al-A

m
īn. 8 vols., al-Q

āhira,1959−1967.
Ibn Fahd, ʻIzz al-D

īn ʻA
bd al-ʻA

zīz. Bulūgh al-qirāʼ fī dhayl Itḥāf al-w
arā bi-akhbār U

m
m

 al-Q
urā. 4 vols., al-Q

āhira, 2005.
Ibn Fahd, N

ajm
 al-D

īn ʻU
m

ar b. M
uḥam

m
ad. Itḥāf al-w

arā bi-akhbār U
m

m
 al-Q

urā. 5 vols., M
akka, 1983.

Ibn Ḥ
ajar al-A

sqalānī, Shihāb al-D
īn A

bū al-Faḍl A
ḥm

ad b. N
ūr al-D

īn ʻA
lī b. M

uḥam
m

ad. al-D
urar al-kām

ina fī aʻyān al-m
iʼat al-thām

ina, 4 
vols., B

eirut, n.d.
al-Sakhāw

ī, Sham
s al-D

īn M
uḥam

m
ad ibn ʻA

bd al-R
aḥm

ān. al-Ḍ
aw

ʼ al-lām
iʻ li-ahl al-qarn al-tāsiʻ, 12 vols., al-Q

āhira, 1934−1936.

註（
1
）　“R

iḥla,” EI
2. 

こ
う
し
た
聖
地
へ
の
巡
礼
記
は
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
巡

礼
記al-riḥlat al-Ḥ

ijāzīya

、
メ
ッ
カ
巡
礼
記al-riḥlat al-M

akkīya

と
呼
ば
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
史
、
そ
し
て
文
学
史
上
、
貴
重
な
史
料
群

を
形
成
し
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
家
島
彦
一
「
マ
グ
リ
ブ
人

に
よ
る
メ
ッ
カ
巡
礼
記al-R

iḥlat

の
史
料
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」（『
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』25: 194–216, 1983

年
）
に
詳

し
い
。
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（
2
）　

メ
ッ
カ
の
政
治
的
・
経
済
的
状
況
に
つ
い
て
はR

ichard T. 
M

ortel, al-A
ḥw

āl al-siyāsīya w
a al-iqtiṣādīya bi-M

akka fī ʻaṣr 
al-M

am
lūkī , R

iyadh: Jām
iʻat al-M

alik Saʻūd, 1985; John Lash 
M

eloy, Im
perial Pow

er and M
aritim

e Trade: M
ecca and Cairo in 

the Later M
iddle A

ges , C
hicago: M

iddle East D
ocum

entation 
C

enter, 2010
を
参
照
。
ま
た
、
メ
ッ
カ
の
シ
ャ
リ
ー
フ
政
権
に
つ

い
て
はK

eiko O
TA

, “The M
eccan Sharifate and its diplom

atic 
relations in the B

ahri M
am

luk period,” A
nnals of Japan 

A
ssociation for M

iddle East Studies  17/1: 1−20

、
メ
ッ
カ
の
聖

モ
ス
ク
の
イ
マ
ー
ム
に
つ
い
て
はK

aori O
TSU

YA
, “M

ālikī 
im

am
s of the Sacred M

osque and pilgrim
s from

 Takrūr,” 
Chroniques du m

anuscrit au Y
ém

en 25: 53−72

が
あ
る
。

（
3
）　

メ
ッ
カ
の
歴
史
家
、
法
学
者
。
幼
少
期
に
数
年
間
メ
デ
ィ
ナ
に

滞
在
し
、
そ
の
後
ダ
マ
ス
ク
ス
で
ザ
ハ
ビ
ーal-D

hahabī

の
子
息
で

あ
る
ア
ブ
ー
・
フ
ラ
イ
ラA

bū H
urayra

、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー

ンIbn K
haldūn

ら
と
共
に
学
問
を
修
め
た
。
一
三
九
四
・
五
年
に

は
エ
ジ
プ
ト
へ
、
一
四
〇
二
・
三
年
に
は
イ
エ
メ
ン
へ
留
学
し
た
。

一
四
〇
五
年
、
メ
ッ
カ
の
マ
ー
リ
ク
派
カ
ー
デ
ィ
ー
に
任
命
さ
れ
、

一
四
二
五
年
ま
で
二
度
の
短
期
間
の
中
断
を
経
て
在
職
し
た
。
彼
の

著
し
た
人
名
事
典al-ʻIqd

は
三
五
〇
〇
名
を
超
え
る
メ
ッ
カ
史
に

お
け
る
著
名
人
の
伝
記
か
ら
成
る
。
そ
の
多
く
が
フ
ァ
ー
ス
ィ
ー
と

同
時
代
人
で
あ
り
、
一
四
二
六
年
に
こ
の
本
の
執
筆
が
終
え
ら
れ
る

ま
で
の
メ
ッ
カ
の
社
会
・
政
治
史
に
つ
い
て
の
重
要
史
料
で
あ
る
。

ま
た
、
メ
ッ
カ
の
地
誌
で
あ
り
、
歴
史
書
で
も
あ
るShifāʼ al-

gharām
 bi-akhbār al-Balad al-Ḥ

arām

も
彼
の
著
作
と
し
て
名
高
い

（“al-Fāsī,” EI
3

）。

（
4
）　

マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
エ
ジ
プ
ト
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
者
、
歴
史
家
。

両
親
を
早
く
に
亡
く
し
た
も
の
の
、
カ
ー
リ
ミ
ー
商
人
を
親
戚
に
持

つ
裕
福
な
家
系
で
あ
っ
た
た
め
、
経
済
的
に
は
不
自
由
す
る
こ
と
な

く
学
問
的
研
鑽
を
積
ん
だ
。
カ
イ
ロ
に
て
諸
学
問
を
修
め
た
の
ち
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
、
イ
エ
メ
ン
、
パ
レ
ス
テ
ィ

ナ
、
シ
リ
ア
に
留
学
し
た
。
マ
ド
ラ
サ
の
教
授
、
カ
ー
デ
ィ
ー
、
説

教
師
、
ム
フ
テ
ィ
ー
な
ど
を
歴
任
し
た
。（“Ibn Ḥ

adjar al-
ʻA

sḳalāni,” EI
2

）。

（
5
）　

マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
エ
ジ
プ
ト
の
歴
史
家
、
伝
記
作
家
。
ハ

デ
ィ
ー
ス
学
の
権
威
で
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
法
学
者
、
歴
史
家
で

あ
っ
た
イ
ブ
ン
・
ハ
ジ
ャ
ル
の
下
で
学
問
を
修
め
た
。
イ
ブ
ン
・
ハ

ジ
ャ
ル
の
死
後
、
メ
ッ
カ
巡
礼
を
行
な
い
、
そ
の
後
メ
デ
ィ
ナ
に
参

詣
、
こ
の
地
で
没
し
た
。
伝
記
集al-Ḍ

aw
ʼ

に
は
一
五
世
紀
の
一
万

人
以
上
の
伝
記
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（“al-Sakhāw

ī,” EI
2

）。

（
6
）　

当
時
の
メ
ッ
カ
の
人
口
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
一
一
世
紀
半

ば
に
メ
ッ
カ
を
訪
れ
た
ナ
ー
ス
ィ
ル
・
ホ
ス
ロ
ーN

āṣir K
husraw

は
メ
ッ
カ
の
成
人
男
性
人
口
を
二
千
人
、
旅
行
者
お
よ
び
メ
ッ
カ
寄

留
者
を
五
百
人
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
人
口

約
六
万
人
（
一
九
二
三
年
）、
巡
礼
者
十
二
万
人
（
一
九
〇
七
年
）

と
の
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
人
口
は
巡
礼
期
に
は
急
増
す
る

と
い
う
特
殊
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（“M

akka,” EI
2

）。

（
7
）　

ア
リ
ー
と
ハ
ウ
ラK

haw
la

の
息
子
。
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
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血
筋
を
直
接
引
い
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
七
世
紀
に
ク
ー
フ
ァ
で
成

立
し
た
シ
ー
ア
派
の
一
派
で
あ
る
カ
イ
サ
ー
ン
派
で
イ
マ
ー
ム
と
考

え
ら
れ
た
。（“M

uḥam
m

ad b. al-Ḥ
anafīya,” “K

aysāniyya,” EI
2

）。

（
8
）　

フ
ァ
フ
ド
家
の
ウ
ラ
マ
ー
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。

N
āṣir b. Saʻd al-R

ashīd, “B
anū Fahd: M

uʼarrikhū M
akka al-

M
ukarram

a w
a al-taʻrīf bi-m

akhṭūṭ al-N
ajm

 b. Fahd Itḥāf al-
w

arā bi-akhbār U
m

m
 al-Q

urā ,” Studies in the H
istory of A

rabia, 
1

（2

）: 69−90, R
iyadh, 1979; “Ibn Fahd,” EI

2; “Ibn Fahd,” EI
3.

（
9
）　N

ajm
 al-D

īn ʻU
m

ar ibn Fahd, Itḥāf, 4: 475; al-Sakhāw
ī, al-

Ḍ
aw

ʼ , 9: 281−283; N
āṣir b. Saʻd al-R

ashīd, “B
anū Fahd,” 69− 

71.

（
10
）　al-Fāsī, al-ʻIqd, 8: 209.

（
11
）　Itḥāf, 3: 467; al-ʻIqd, 2: 333; al-Ḍ

aw
ʼ, 9: 231.

（
12
）　

エ
ジ
プ
ト
の
歴
史
家
。
法
学
や
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
を
学
ん
だ
の

ち
、
メ
ッ
カ
に
留
学
。
そ
の
後
カ
イ
ロ
で
市
場
監
督
官
、
説
教
師
、

マ
ド
ラ
サ
の
教
授
な
ど
を
務
め
た
。
歴
史
書
や
地
誌
な
ど
、
そ
の
生

涯
で
二
〇
〇
点
以
上
の
著
作
を
著
し
た （“al-M

aḳrīzī,” EI
2

）。

（
13
）　 al-Ḍ

aw
ʼ, 6: 129.

（
14
）　

ダ
マ
ス
ク
ス
生
ま
れ
の
ア
ラ
ブ
の
歴
史
家
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
学

者
、
伝
記
作
家
。Ṭabaqāt al-ḥuffāẓ

は
彼
の
大
著Taʼrīkh al-Islām

か
ら
の
伝
記
部
分
の
抜
粋
で
あ
り
、
タ
キ
ー
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ム

ハ
ン
マ
ド
以
外
に
も
、
ア
ッ
ス
ユ
ー
テ
ィ
ーal-Suyūtī （849/1445− 

911/1505

）
が
そ
の
続
編
をD

hayl ṭabaqāt al-ḥuffāẓ li al-D
hahabī

の
タ
イ
ト
ル
で
著
し
た
（“al-D

hahabī,” EI
3; “al-Suyūtī,” EI

2

）。

（
15
）　ʻA
bd al-ʻA

zīz ibn Fahd, B
ulūgh, 1: 83−86; al-Ḍ

aw
ʼ, 6: 

126−131; N
āṣir b. Saʻd al-R

ashīd, “B
anū Fahd,” 71−74.

（
16
）　

エ
ジ
プ
ト
の
歴
史
家
、
法
学
者
、
神
学
者
。
上
エ
ジ
プ
ト
の
サ

ム
フ
ー
ド
で
カ
ー
デ
ィ
ー
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
カ
イ
ロ
で
多

く
の
碩
学
の
元
で
学
問
を
修
め
、
一
四
五
六
年
に
メ
ッ
カ
巡
礼
、
そ

の
後
メ
デ
ィ
ナ
に
居
住
し
た
。
多
く
の
著
作
を
著
し
た
が
、
そ
の
中

で
もW

afāʼ al-w
afāʼ bi-akhbār D

ār al-M
uṣṭafā 

が
最
も
有
名
で
あ

る （“al-Sam
hūdī,” EI

2

）。

（
17
）　al-Ḍ

aw
ʼ, 4: 224−226; N

āṣir b. Saʻd al-R
ashīd, “B

anū 
Fahd,” 74−76.

（
18
）　al-Ḍ

aw
ʼ, 3: 52; N

āṣir b. Saʻd al-R
ashīd, “B

anū Fahd,” 
76−78.

（
19
）　

彼
は
そ
の
他
、
ジ
ッ
ダ
、
タ
ー
イ
フ
と
い
っ
た
メ
ッ
カ
近
郊
の

地
に
つ
い
て
の
短
い
論
文
な
ど
、
多
く
の
著
作
を
著
し
た
。

（
20
）　Itḥāf, 3: 244; al-ʻIqd, 5: 415−418; Ibn Ḥ

ajar, D
urar, 2: 350.

（
21
）　Itḥāf, 4: 75; al-Ḍ

aw
ʼ, 12: 88.

（
22
）　al-Ḍ

aw
ʼ, 5: 240.

（
23
）　al-Ḍ

aw
ʼ, 10: 233. 

彼
は
滞
在
先
の
イ
ン
ド
で
死
去
し
た
。

（
24
）　al-Ḍ

aw
ʼ, 5: 148.

（
25
）　al-Ḍ

aw
ʼ, 2: 167.

（
26
）　al-Ḍ

aw
ʼ, 5: 59.

（
27
）　Bulūgh, 1: 387−388; al-Ḍ

aw
ʼ, 11: 92.

（
28
）　al-Ḍ

aw
ʼ, 11: 93.

（
29
）　al-ʻIqd, 2: 79−81; Itḥāf, 3: 207. 

彼
は
メ
ッ
カ
の
名
家
タ
バ
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リ
ー
家
の
カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
るN

ajm
 al-D

īn A
bū Ḥ

ām
id al-

Ṭabarī （d. 730/1330

）、
そ
し
て
そ
の
息
子Shihāb al-D

īn A
bū al-

Faḍl （d. 760/1359

）
の
カ
ー
デ
ィ
ー
代
理
を
務
め
た
。

（
30
）　al-Ḍ

aw
ʼ, 11: 92. 

彼
は
一
四
三
六
・
七
年
に
カ
リ
カ
ッ
ト

K
ālikūt

、
一
四
四
三
・
四
年
に
ク
ン
バ
ー
ヤ
ー
トK

unbāyāt

を
訪

問
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（
31
）　al-Ḍ

aw
ʼ, 4: 70.

（
32
）　Bulūgh, 1: 104−105; al-Ḍ

aw
ʼ, 10: 238−240.

（
33
）　al-ʻIqd, 4: 82.

（
34
）　al-Ḍ

aw
ʼ, 4: 299.

（
35
）　al-Ḍ

aw
ʼ, 5: 59.

（
36
）　

マ
ム
ル
ー
ク
朝
と
メ
デ
ィ
ナ
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
長
谷
部
史

彦
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
メ
デ
ィ
ナ
に
お
け
る
王
権
・
宦
官
・
ム

ジ
ャ
ー
ウ
ィ
ル
」（
今
谷
明
編
『
王
権
と
都
市
』
思
文
閣
出
版
、
二

〇
〇
八
年
）
参
照
。

 

（
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
若
手
研
究
員
）
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